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１２月の「ほっこりセット」でお送りする自家製「杵つきもち」。

　綾部市内の小・中学校の卒業証書は
黒谷和紙を使用しています。 小学６年
生は自分で紙を漉き、自分だけの卒業
証書を作ります。 黒谷和紙を自ら漉く
体験を通し、子どもたちのふるさとを
思う気持ちを育んでいます。 
手漉きならではの味わい深
い和紙の証書には温かみを
感じます。 

　綾部市が世界に誇る伝統工芸、黒谷和紙。 およそ 800 年前、戦に敗れた平家の落武者が黒谷に隠れ住
み、子孫へ残す技として始めたと伝えられています。 
　伝統的な古法である手漉きの技術を脈々と受け継いでいる、全国でも貴重な黒谷和紙は京都府無形文
化財に指定されています。 黒谷和紙は、強くて破れにくく、長期の保存にも耐えられる特徴があり、世
界遺産の二条城の障子や桂離宮の襖紙にも使用されています。
　平成３０年６月に特許庁の地域団体商標に登録されました。これからも伝統産業のブランドを守り、
さらなる活性化を目指します。

ふすま

　のどかな田園風景が広がる綾部市吉美地

区で、農業を営む「森本ファーム」の森本

英明さん。

　 30haの水田で、有機質 100 パーセン

トの肥料にこだわって育てたお米には「毎

日食べるものだからこそ安全安心なものを

届けたい」という森本さんの思いが込めら

れています。気候に左右される米作りは苦

労することも多いそうですが「今年は猛暑

日が少なかったおかげでとても味がよい」

と話します。 

　森本ファームでは米のほかにイチゴの栽

培を手掛けています。３月末～５月末の

シーズンにはいちご狩りに多くの人が訪

れ、大粒で甘い「章姫」や「紅ほっぺ」を

おなかいっぱい食べられると大人気です。 

　「お米」や自家製の「杵つきもち」「苺のコ

ンフィチュール」は直売所やインターネッ

トで販売。１２ 月～３月上旬にかけてはイ

チゴの発送もしています。詳しくはホーム

ページをご覧ください。

営業時間：9:00～16:00定休日：不定休
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森本ファーム

 「森本ファーム」代表 森本英明さん

◆黒谷和紙会館

◆卒業証書

工房や展示場の見学のほか、１階のショップでは
多彩な黒谷和紙製品を購入することができます。
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「こだわりの米農家」

ふるさと産品
生産者紹介
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「いちご狩り」３０分食べ放題（要予約）

糖度が高く芳醇な甘みの「章姫」と
甘酸っぱいさわやかな口当たりの「紅ほっぺ」

広大な敷地では
黒豆餅に使う黒豆も
育てています。
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“黒谷和紙”

お問い合わせ :黒谷和紙協同組合（黒谷和紙会館） 
住所：京都府綾部市黒谷町東谷3  / 電話：0773-44-0213

営業時間：１０:００～１７:００ 定休日：月･祝･お盆･年末年始

「コンフィチ
ュール」は、

フランス語で
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いちごの甘さ
を生かして

作っています
。


